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論文内容の要旨
超伝導状態にある金属を引張りながら磁場をかけて常伝導状態に遷移させると、塑性領域でムσ と
いう変形応力差の出ることが知られている。これは超伝導状態における転位の易動度の変化に起因す
ると考えられるが、その磁場依存性は知られていなかった。本研究は高純度鉛にむいて磁場を 1~3
KOe 程度まで変化させて、ムσ /0・の磁場依存性を確かめようとした。磁場方向が、引張り軸に平
行である場合、低純度鉛については見られなかった変化が高純度鉛について得られた。ム σ/σ は磁
場H に対して振動的な変化を示した。また引張り軸が異るとムσ/σ の H に対する挙動は違うが同じ
磁場付近で極大を示した。これは磁場の方向ととり方向との相対角によりムσ が異なることを示唆す
るが、同じ試料でも磁場の方向を変えるとムσ は異なった。 l/H に対してほ /σ は周期的になり、
振動の周期は 1 X 10-4 Oe l，f呈度である。運動転位の緩和時間を考慮すると、ムσ/σ は電子によるエネ
ルギー消散を受けない場合の緩和時間と、電子にのみによって消散される場合のそれの比になり、磁
場は前者を変化させない。従ってムσ は常伝導電子と運動転位の相互作用に起因することが確認された。
音波と電子の相互作用と同じような機構で転位の運動エネルギーが消散されるとすると、運動転位は
ほゾ単一な振動数および波数の音波を伴っていることになる。 P.D.F.K の一次元転位モデルでは音
波同士の相互作用を無視すると、分散曲線はデバイ近似によるものとは異なるものが得られ、状態密
度曲線はデパイ振動数よりかなり低いところで最大値を示す。極低温では、この振動数の付近で固有
状態が期待できる。従って、サイクロトロン共鳴によってエネルギー消散されることが考えられる。
このような機構について考察したO
論文の審査結果の要旨
超伝導を示す金属を塑性変形させた場合、磁場をかけて常伝導状態に遷移させると変形応力の上昇
ムσ が現れることが最近発見された (1968年)。その原因については異説がいくつかあり、確定してい
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なかった。本研究は高純度鉛において磁場を 0--3KOeの間で、変化させ、上記ムσ の磁場依存性を正確
に測定し、それが磁場の強さに対して振動的に変化することを初めて見出した。このことは塑性変形
を担う転位の易動度が伝導電子との相互作用によって影響を受け、ムσ の差を生じるということを殆
んど確実に証明したもので、学位に値する研究結果であると判断される。本論文ではまた転位の一次
元格子モデルから出発して、それに伴う音響子分布を理論的に調べ、音響子-電子相互作用を計算し
実験によって与えられたムσ の振動周期と比較することによって、転位に伴う音響子の振動数分布が
かなり単一なものであり、また相互作用の型が、サイクロトロン共鳴型であることを示し、転位の運
動に対する摩擦力の理解を進めたものと言うことができる。
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